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７. 公共施設の官民連携事業

◯ 平松礼二公開アトリエ P.28

◯ 美術館カフェ事業 P.30

◯ 万葉公園Park-PFI事業 P.34

８. プロジェクトマップ P.39

本日の講演の流れ

１. 湯河原温泉場の課題 P.3

２. 湯河原温泉場の官民連携の
取組みと経緯 P.4

３. 官民連携の体制 P.5

４. 街なみ環境整備事業 P.9
（地域住民との景観まちづくり）

５. 先導的官民連携支援事業 P.19
（地域住民との地域戦略の検討、
万葉公園再生官民連携スキームの検討）

６. 富士屋旅館の再生 P.25



１. 湯河原温泉場の課題
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温泉場エリア
東
京

小
田
原

熱海

宿泊施設（旅館、
民宿、寮など）の
閉鎖、取り壊し

飲食・土産物店
舗等の閉鎖によ
る商店街の衰退

少子高齢化

入込客数の減少伝統ある温泉街
としての風情や
景観の阻害

地域コミュニ
ティや住民参加
活動の機能低下

公共施設（観光会館、
公園、美術館など）
の老朽化・機能低下

空き家、空き店舗、
空き地の増加



H.22 H.23 H.24 H.25 H.26 H.27 H.28 H.29 H.30 R.1 R.2 R.3

住民個別ヒアリング、事業化検討（温泉場の湯元通り地区）

（年度）２. 湯河原温泉場の官民連携の取組みと経緯

湯河原温泉まちづくり協議会 (P.6)

街なみ環境整備事業︓景観まちづくり（温泉場の湯元通り地区）(P.9～)

先導的官民連携支援事業︓地域戦略設定、官民連携スキー
(P.19～) ム検討（温泉場全体）

５者連携協定︓町 + まちづくり協議会 + 横浜銀行
(P.7) + (株)REVIC + (一社)ノオト

まちづくり会社「(株)癒し場へ」設立 (P.8)

癒し場への中間支援によるエリアマネジメント
（温泉場全体）

 景観まちづくり
 空き家再生事業
 公共施設の官民連携事業
 プロモーション・イベント

再生富士屋旅館オープン (P.25)

供用開始(予定)万葉公園Park-PFI事業化 (P.34)

街なみ環境整備事業（温泉場全体）
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３. 官民連携の体制
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湯河原温泉まちづくり協議会

（平成22年11月 設立）

泉公園と遊歩道

を考える会
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協議会

駅前整備を

推進する会

湯元通りを

考える会

万葉公園・周辺まち

づくり事業検討部会

専門検討部会

• 観光関連団体に属する者
• 商工関連団体に属する者
• 地域住民の代表者
• 専門家 等湯河原町

協力・連携



湯河原町 + まちづくり協議会 + 横浜銀行 + (株）REVIC + (一社)ノオト
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５者連携協定
「湯河原町の歴史的資源を活用した地域活性化に向けた連携協定」

上図：REVIC 2017年3月21日付News Release [かながわ観光活性化ファンド] 
「富士屋旅館合同会社」に対する投資実行（第１号案件）について ～湯河原町の歴史的資源「富士屋旅館」の再生を核とした地域活性化の取り組み～より抜粋・編集

湯河原町 湯河原温泉まちづくり協議会

(一社) ノオト

際コーポレーション

横浜銀行 (株)REVIC

連携

かながわ観光活性化ファンド

富士屋旅館（SPC)

温泉場のエリアマネジメント
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事業内容

まちづくり会社「株式会社癒し場へ」

（平成29年6月 設立）

 景観まちづくり

 空き家再生事業

 公共施設の民間活用事業

 プロモーション、イベント

など

湯河原温泉まちづくり協議会の実働部隊。湯河原町役場や地域関連団
体と協力・連携し、温泉場のエリアマネジメントを推進する。

組織の位置付け

＜事業実施＞

株式会社
癒し場へ

＜計画・調整＞

湯河原温泉
まちづくり
協議会

地域関連団体
• 湯河原温泉観光協会
• 湯河原温泉旅館協同
組合

• 湯河原町商工会
• 伊豆湯河原温泉観光
協会

• 伊豆湯河原温泉旅館
協同組合

• 温泉場商店会
• 温泉場区会
• 宮上区会
など

湯
河
原
町

協力/連携

協力/連携 協力/連携

協力/連携



４. 街なみ環境整備事業

（地域住民との景観まちづくり）
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住民参加型の勉強会
（地域資源の探求）

↓

まちなみ協定締結
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湯元通り
まちなみ協定
（抜粋）



4年間の修景整備実績

第2期工事
(H30.3月完了)

第1期工事
（H.29.11月完了）

第3期工事
(H31.3月完了)

町立
湯河原美術館

藤木橋

民間修景整備

修景整備実施済み
（補助活用）
H27: 2案件、H28: 3案件
H29：2案件、H30: 3案件

修景整備実施済み
（補助活用なし）
H29:2案件、H30: 2案件

・民間修景整備（補助活用）10案件
・民間修景整備（補助活用なし）４案件

・道路の美装化（天然石舗装）
・街路灯建て替え
・道標の設置（2箇所）
・案内板の設置（3箇所）
・アーチ看板撤去（2箇所）
・電柱塗装（こげ茶色）
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空き店舗再生

外観修景

13



14

温泉旅館

外壁・建具・外構修景
看板修景
ライトアップ
など
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室外機の目隠し、資材置き場の目隠し

外壁・外構修景
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店舗再生

外壁等修景

1
6

外構等の修景（補助活用なし）
（補助を活用せず、自主的に、協定内容に沿って修景、空き店舗再生）
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1
7

通りの美装化
（天然石舗装）

昼

夜

街路灯建て替え、案内板設置、道標設置
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湯元通りでのイベント 主催︓かながわ観光活性化ファンド



５. 先導的官民連携支援事業

・温泉場全体の地域戦略の検討
・万葉公園の官民連携事業スキームの検討

など
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• 地域資源勉強会
（温泉場区、宮上区の
全住民対象）

• 万葉公園の官民連携
事業の検討委員会
（まちづくり協議会）



- 歴史ある温泉場に浸かり、自分を見つめ、明日を考える -

歴史を重ねてきた日本の代表的な温泉場である湯河原。
温泉だけではなく、歴史文化、街並み、文学的・哲学的な姿勢、豊かな自然、食文化など、
「歴史ある温泉場全体に浸かる」ことで自分を見つめ直し、明日の生き方・健康・仕事・学問などを考える。
それが湯河原温泉の新しい過ごし方です。

古きを感じ、新しきを生み出す「知の温泉場」

地域戦略 ー 基本コンセプトー
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使われ方

・旅館（主に休日︓１泊が主流）
・飲食店
・土産店
・日帰り温泉
・温泉街でのアクティビティ

・旅館（主に平日︓2泊以上も）
・飲食店
・土産店
・日帰り温泉
・温泉街でのアクティビティ（日
本的なもの）

・オフィス
・合宿利用（長期滞在）
・居住（シェアハウス等）
・日帰り温泉
・飲食店
・食料品店

・居住
・職場
・立ち寄り温泉
・食料品店
・飲食店

休日／平日

滞在時間

国内（首都圏）観光客 外国人（欧米等）観光客 クリエイティブワーカー 地域住民

東京など首都圏を中心とした
国内の観光客。老年層や中年
層の夫婦やグループ。箱根や
熱海ではなく、温泉滞在や自
然・文化をゆっくりと楽しみ
たいと考えている。

東京から一足伸ばすか、富士
山や東海地方などに移動する
途中に温泉地に行きたい欧米
等の外国人観光客。日本の温
泉文化や歴史、自然に深く触
れたいと考えている。

東京近郊に住む、ITやデザイ
ンなどリモートワークが可能
なクリエイティブワーカー。
短期または長期で滞在し、温
泉があり文化的な街で仕事を
したいと考えている。

周辺に住む地域住民（リゾー
トマンション居住者含む）。
湯河原温泉は地域の誇りなの
で、昔のようにもっと賑わっ
て豊かで暮らしやすい街に
なって欲しいと考えている。

休日利用 平日利用

短い 長い

新しいターゲット層

地域戦略 ー ターゲット ー
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温泉自然公園
日本の自然と温泉や温泉文化
を体験する万葉公園

文化ライブラリーカフェ
湯河原の文学や芸術を体験する
ライブラリーカフェ

観光ステーション
観光客がまずアクセスして情報
を得られる情報ステーション

共同浴場（大湯）
住民、宿泊・日帰り客からシェア
オフィス利用者まで使える大湯

分散型旅館
老舗廃業旅館や空き家古民家
を活用した分散型旅館

空き家活用店舗
観光客から地元客までが集う
商店街の空き家を活用した店舗

温泉オフィス&ハウス
温泉に入りながら仕事ができる
温泉オフィス&ハウス

街並み整備エリア
湯河原の街並みをリードする
街並み整備エリア

＊写真はイメージです。

地域戦略 ー 整備の方向性 ー
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『地域資源を活⽤した観光まちづくりにおける住⺠参加型PPP方式』
観光まちづくりの
対象地域全体
＝温泉場エリア

PPP事業対象の公共施設
＝万葉公園

アクション 地域戦略 事業発案
事業構想

事業化検討 公募要項検討 事業者選定

事業主体 ○官
◉民CP

○ 官
◉民CP

○ 官
◉民CP

◉ 官
○民CP

◉ 官
○民CP

対象エリア

観光まちづくりの
対象地域全体
＝温泉場エリア

PPP事業対象の公共施設
＝万葉公園

資金調達 設計 施工 管理運営 施設所有権 エリア
マネジメント

◉官
○民SP

○官
◉民SP
○民CP (QC)

○官
◉民SP
○民CP (QC)

○民SP
○民CP (一部管理/QC)

○官
○民CP

民CP（Community based Private sector）：地域に密着し、地域住民・事業者に近い立場でのプランナー／コーディネーター役として地域のエリアマネジメントを支える民間組織
民SP（Specialized Private sector）：PPP事業の公募対象の民間事業者。設計会社、建設会社、企画・運営会社、金融機関、財務・法務アドバイザー等、官民連携事業の分野別の

専門課題に対応する民間組織
QC（Quality Control）：PPP事業が地域戦略やエリアマネジメントの方針等に適合しているかチェックし、必要に応じて行政、地域住民・事業者、民SPとの調整を行い、

PPP事業内容とエリアマネジメントの継続的な質の確保に取り組む。

万葉公園の官民連携事業スキームの検討
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６. 富士屋旅館の再生
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• 平成29年3月
かながわ観光活性化ファンド（横浜銀行・REVIC共同設立）から
富士屋旅館合同会社に対し投資実行

• 平成31年3月 オープン

＊運営会社 際コーポレーション株式会社

• 江戸後期には富士屋旅館の前身となる温
泉宿があったと伝えられている。

• 写真（上・右）は、現存する建物の中で
最も古い楼閣風建築（大正12年築）

• 2011年に廃業。今般、全面改修を行い、
高級旅館として再生 26
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館内には、吹き抜けの大浴場（源泉掛け流し）、
全17部屋の客室、和食レストランなどを新設



７. 公共施設の官民連携事業

◯平松礼二公開アトリエ
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７. 公共施設の官民連携事業

◯美術館カフェ事業
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町立湯河原美術館

美術館カフェ
and garden
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テラス

足湯

ガラス作家さんによる展示会 アール・ド・ヴィーヴル（知的障害児者によるアート作品展示販売） 32



ウェディングパーティー 灯りの祭典（竹灯りイベント）

ふわはぁと（地元の子育て支援団体）マーケット
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７. 公共施設の官民連携事業

◯万葉公園Park-PFI事業
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 公募設置等指針（募集要項）の公表 3月6日
 応募登録 ︓３企業グループ 3月12日～3月19日
 公募設置等計画（提案書）の受付 5月31日～6月5日
 選定委員会 6月11日
 設置等予定者等への通知
→ 公募設置等計画の認定 7月2日

～ PPFI事業者と町との各種調整・協議等 ～

 実施協定の締結 11月末頃（予定）
 設計及び工事 7月 ～ 2021年3月頃
 供用開始 2021年4月頃
 事業終了 2039年6月

万葉公園Park-PFI事業 スケジュール

2019年
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現在の万葉公園と隣接地
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選定結果

1. 認定計画提出者
グループ名 NOTEグループ
代表構成団体 株式会社NOTE
構成団体 設計事務所岡昇平
構成団体 小野建設株式会社

２. 認定をした日
令和元年7月2日

３. 認定の有効期間
基本協定締結日から20年間

４. 設置等予定者の提案の概要
湯河原温泉の伝統をつなぐ惣湯の
再生等を事業の実施方針とし、B
及びCエリアに休養施設(日帰り温
泉施設)を整備する。
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８. プロジェクト・マップ



ご清聴ありがとうございました。
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